
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが集中して聴く姿、絵をじっと見る真剣な表情、楽しい場面でぱっと広がる笑顔の花、

そして、お母さん方が、キューサインを使って、表現豊かにお話を読む姿が印象的でした。お母さ

ん方の読み聞かせは、子どもたちにとって、最高の贈り物となりました。 

御協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津聴覚特別支援学校 

幼稚部   

令和６年度 冬号 

読み聞かせは 絵本の世界を子どもと共に楽しむ 大切な時間 

秋の読書月間を振り返って 

お母さん方が選んだ 今年の一押し 読み聞かせの本                 大

大ピンチずかん   にっぽんいちのでんしゃ  おばけのかわをむいたら 

ちいさなちいさなうみのおさんぽ  サンドイッチ サンドイッチ 

おべんとう  あおいよるのゆめ くろくんとなぞのおばけ 

 

先生方が選んだ 今年の一押し   読み聞かせの本 

きいろいのは ちょうちょ       グリーンマントのピーマンマン 

はらぺこあおむし           サンタクロースって ほんとにいるの？ 

でんしゃでいこう でんしゃでかえろう   おおきな かぶ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝る前に、絵本を

読むと たくさん会話

ができて嬉しいです。 

 

 

 親子で 絵本に親しむ生活をこころがけてくださったことで 全員が  

『絵本とのかかわりが広がり、成長を感じる』と、回答してくださいました！ 

ありがとうございます。 

絵本の読み聞かせ 保護者アンケートより 

 

たんぽぽ組の時より、スト

ーリー性のあるお話を好む

ようになりました。自分だ

けで読むことも増えまし

た。 

気に入った絵本を

毎日読むようになりま

した。 

 

姉が絵本を読んでくれ

て、横で聞いています。 

 

決め台詞を言ったり、読ん

だ感想を話してくれたりす

るようになりました。 

寝る前に絵本を読

むと、おだやかな気持

ちだなと思えます。 

「たのしそうだね。

かなしそうだね。」な

どと自分の気持ちを

伝えます。 

 

学校や図書館で借りた絵

本を待ちきれず車で開いて

読んでいます。絵本を好きに

なって嬉しいです。 

 


